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第 2 回 TypeQuick 試験について 
 
日時： 

11 月 14 日 (月) 9:25 集合(遅刻しないこと。教室には 9:00 から入室できます)。試験は 9:30 よ

り 9:50 までの 20 分間です。 
 
試験内容： 

英字コースの場合は「英字コース総合練習」の「パート 2」「パート 4」「パート 6」のいずれ

か 1 つ，ローマ字コースの場合は「ローマ字タイピングテスト」の 100 ワードのテストのいずれ

か 2 つ。合格の目安は 26 ワード/分＆正解率 90％です。テスト終了後，テストの結果とこれまで

の練習結果を印刷して提出してもらい，判定します。 
 自宅で TypeQuick を練習している人は，練習結果をあらかじめ印刷して持参し，テスト

の結果と一緒に提出してください。 
 
合格基準： 
スピードテストでタイプ速度 26WPM 以上，正答率 90%以上 に達することを目安とします。(仮

名入力の場合は 30WPM が目標スピードとなります。) 
合否は当日その場でお知らせします。合格しなかった人は，試験の結果とそれまでのレッスン

状況に基づき評価をおこないます。クリアすべき練習量など，条件がクリアできない場合は不合

格もありえますので，しっかり練習し，合格するようがんばってください。 
 
 
授業前半の内容の理解度チェックテストについて 
 

TypeQuick 試験に引き続き授業前半の理解度チェックを行います。TypeQuick に既に合格して

いる人は，9:45 に集合してください。9:50 より試験を開始します。問題は配布資料と実習課題，

センター配布の補足資料から出題しますので，よく読んで復習した上で受験してください。持ち

込みなし，時間は 30 分です。 
 
試験範囲： 

 前半の授業で配布した資料および実習課題の内容 
 
問題形式： 

 文章の内容が正しいかを問う○×式問題および正しい選択肢を選ぶ問題：25 問 
 指示された内容について説明する記述問題：5 問 

 
なお，履修者によっては教師から別途試験範囲と試験内容が指定されている場合がありま

す。その場合は指示に従って準備してください。 
 

以上 


